



















































































































































































































































































5 (11. 6%) 
1 ( 2.3%) 
17 (39.5%) 
23 (53.5%) 
3 ( 7.0%) 
32 (76.2%) 
10 (23.8%) 
3. 減少している o ( 0.0%) 
5. 質問の難易度 l. 増加している 25 (58.1%) 
2. 変らない 18 (41.9%) 









l. 多数の市町村立密書館によく利用されている 18 (41. 9%) 
2. 一部の市町村立圏書館によく利用されている 14 (32.6%) 
3. 多数の市町村立図書館に利用されているが、
数は少ない 4 ( 9.3%) 
ι 一部の市町村立図書館に利用されているが、
数は少ない 6 (14.0%) 



























り、番号をPRしている 12 (27.9%) 
2. 市町村立図書館がかけやすいように受信
専用電話を覆いている 2 ( 4.7%) 
3. 市町村立図望号館向けの相互協力用電話が





1. 導入されている 21 (48.8%) 
2. 導入されていない 22 (51.2%) 
導入館は半数以下で、ファクシミリの利用は今後の課題にとどまる。
(3) 中小図書館のための基本参考図書リストの作成
1. 作成したことがある(1980年代) 3 ( 7.0%) 
-75-

















1. 依頼している 10.5 (24.4%) 







の屈答方法の実施比率(%) (全冨平均) (有効回答42、無回答 1) 
1. 解決できなかったと回答する 35% 












1. 数のみ記録している 17.5 (40.7%) 
2. 図書館名も含めて記録している 11 (25.6%) 
3. 記録していない 14.5 (33.7%) 
市町村立図書舘による利用状況とその問題点を明らかにするには、
館別に参考質問の統計を記録しておく必要があるが、 5望書館名を含めて記
録している県は 4分の lに過ぎず、 4分の 3の県では、どの図書館がどの
程度利用しているかが把握されていない。
(2) 市町村立図書館からの参考質問の記録
1. 参考質問を記録している 34.5 (80.2%) 
図書館名を記録している 27.5 (64.0%) 
図書館名を記録していない 6 (14.0%) 
不明 ( 2.3%) 
2. 特に、市町村立図書館からの質問を
記録している 2 ( 4.7%) 
図審館名を記録している 2 ( 4.7%) 













1. 回答と同時に助言する 24.5 (57.0%) 
2. 研修会等の場でまとめて助言する 6 (14.0%) 
3. 資料にまとめて配布する 1 (2.3%) 






1. ある 2 (51.2%) 








について設けている 11. 5 (26.7%) 
2. レブアレンス・サービスについて設
けている 2 (4.7%) 
3. 設けていない 24.5 (57.0%) 




いる県は約 4分の lであり、 6割の県では全く設けられていない。
(4) 県内公共図書館のレアァレンス担当者の組織・会合
1. ある 4.5 (10.5%) 







1. はい 8 (18.6%) 




































1.民間マークの全件マーク a認識 31 (72 .1%) (あるお、ない16)
(どの社でもよい) b不明 12 (27.9%) 
2 民間マークのプレマーク a認識 28 (65.1%) (ある11、ない17)
(どの社でもよい) b不明 15 (34.9%) 
3. ]-BISC(国立国会図書:館) a認識 33 (76.7%) (ある13、ない20)
b不明 10 (23.3%) 
4. CD-NOCS (EI販) a認識 29 (67.4%) (ある 2、ない27)
b 不明 14 (32.6%) 
5. CD-BOOKS(日外) a認識 29 (67.4%) (ある 2、なし:，27)
b 不明 14 (32.6%) 
多くの県では、調査はしていないが、様々な手段によって把握に努めて
いる O 使用例の有無を把握していない県は全体の約 3分の lないしは 4分





















C データベースの検索 2 






































































l 民間マークの全件マ)ク a ある 6 (14.0%) 15 
(どの社でもよい) b ない 37 (86.0%) 16 
2. 民間マークのプレマーク a ある 4 ( 9.3%) 11 
(どの社でもよい) b ない 39 (90.7%) 17 
3. ]-BISC(癌立爵会~番館) a ある 8 (30.2%) 13 
b ない 35 (81.4%) 20 
4. CD-NOCS(日販) a ある 4 ( 9.3%) 2 
b ない 39 (90.7%) 27 
5 CD-BOOKS(巴外) a ある o ( 0.0%) 2 
b ない 43 (100 %) 27 
]-BISC以外では、いずれも市町村がよまわっている。
用していないが、市町村立図警舘に使用例のあるケースは、 lが14際、 2
は9県、 3は9県、 4は2県、 5は2県であり、逆のケースは、 1は2祭、




















7. 県内新聞総合目録 16 (37.2%) 
8. 県内雑誌総合目録 18 (41. 9%) 
9. 県内図書総合自録 1 ( 2.3%) 









1 ほぽ毎週依頼する 1 (2.3%) 
2. ほぽ毎月依頼する 11.5 (26.7%) 
3. 年数田程度依頼する 20.5 (47.7%) 














1 U'r 2位以内 3位以内
1. 職員の人数 1 (15) 2 (2) 2 (28) 
2. 職員の司書資格・経験 4 ( 5) 4 (10) 4 (18) 
3. 参考密警の量 2 (10) 1 (25) 1 (35) 
4. 一般資料の量 3 ( 6) 3 (17) 3 (25) 
5. 情報機器(コンピュー
夕、データベース 5( 4) 5 ( 8) 5 (14) 
最も多くの県が第 l位にあげているのは職員の人数である。その意味に
おいては、これが県立図書館の最大のウイークポイントである O しかし、



























































































1) 薬袋秀樹“レファレンス・アンド・レフェラノレ・センターの機能:Bay Area Refer-
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